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Abstract

SNPWG (Standardization of Nautical Publications Working Group) is a lower branch of IHO (International

Hydrographic Organization). The objective of SNPWG is to provide the specifications with which the data of

the digitalized Sailing Directions and ENC (Electronic Navigational Chart) are displayed on ECDIS (Elec-

tronic Chart Display and Information System). Japan Coast Guard has been publishing electronic charts as

well as digitalizing paper charts. However, the standard of digitalization of sailing directions is not fixed yet.

In this report, we introduce the current status of SNPWG and the test data of SNPWG’s model in Ise wan.

The data were produced by utilizing the existing Sailing Directions of Japan Coast Guard.

１ はじめに

海洋情報部では，電子海図の作製を行うとともに

紙海図についてもデジタル化を実施してきた．しか

し，航路・港湾などのガイドブックである水路誌の

デジタル化について完全には業務化されてはいな

い．

この水路誌のデジタル化についての国際的な推進

機関は，IHO（International Hydrographic Organiza-

tion：国際水路機関）の下部組織であるHSSC（Hy-

drographic Services and Standards Committee：水

路業務・基準委員会）の作業部会SNPWG（Stan-

dardization of Nautical Publications Working Group :

航海用刊行物標準化作業部会）が担当している．

SNPWGの主な目的の１つが，航海用刊行物，いわ

ゆる，水路誌などのデジタル化であり，このデジタ

ル航海用刊行物をECDIS（Electronic Chart Display

and Information System：電子海図表示情報装置）

に重畳させることを目的としている．

本稿では，SNPWGの過去の会議などを含めた経

緯，SNPWGが開発・公開中のデジタル航海用刊行

物のためのモデル，同モデルによる伊勢湾のパイ

ロットに関するテストデータなどの現状について報

告する．また，航海用刊行物（水路書誌）のデジタ

ル化へ向けた海洋情報部の取組みなどについて紹介

する．

２ 経緯

（１）S-５７とS-１００

海洋情報部では，IHO S−５７（IHO Special Publica-

tion No.５７：以後S−５７とする）「デジタル水路デー

タのための IHO転送基準（IHO Transfer Standard
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for Digital Hydrographic Data）」Version２に基づ

き，１９９５年にENC第１号「東京湾至足摺岬」（E

７００１），S−５７第３版に基づき，１９９８年にENC「東京

湾（E３０１１）」などを刊行してきた．

S−５７は１９９１年にCEDD（Committee on the Ex-

change of Digital Data：デジタルデータ交換委員

会）により公表された．CEDDは，ENCデータ標準

化のための詳細な基準を決めるため，IHOの下に

１９８３年に設置されたものである．S−５７第２版は１９９３

年に IHOにより発行された．

IHOは，情報技術の発達やそれに伴うユーザニー

ズの変化等に対応するため，CEDDに代わりCHRIS

（Committee on Hydrographic Requirements for In-

formation System：電子情報システムに関する水路

学的要求委員会）を１９９５年に立ち上げた．この時，

SNPWGを含む５つの作業部会が設けられている

（清水，２００２）．CHRISは，１９９６年１１月に大規模な仕

様変更が加えられたS−５７第３版を，２０００年１１月に最

小限の改訂を含む第３．１版を公開した（Ward et al.,

２００９）．２００９年，さらなるデジタル情報技術の進展

に伴い，CHRISは水路業務の基準や公式製品・サー

ビスの仕様の決定を目的とするHSSCに改編され

た．したがって，現在，SNPWGはHSSCの下部組織

となっている．

S−５７は「デジタル水路データのための IHO転送基

準」とあるように，水路誌を含んだ水路情報一般を

取扱うものである．しかし，S−５７が発行された当

時，IHOの関係部会ではENCに係る基準の検討が

主な作業であり，S−５７は電子海図のための基準であ

るという考え方が一般的であった．デジタル情報技

術の進歩に合わせ，S−５７第３版を第４版に改版する

計画では，電子海図だけの基準ではないことを明確

化するために，S−５７第４版ではなくS−１００（United

Hydrographic Data Model：一般水路モデル（仮

約））に改名された．S−１００は ISO（International Or-

ganization for Standardization：国際標準化機構）で

定めている地理情報に関する国際規格 ISO−１９１００シ

リーズに準拠しており，２０１０年１月に IHOから第１

版が刊行された．

（２）SNPWGの会議

SNPWGの会議は第１表に示されるように１９９９年

９月から開始され，２００９年は９月にモナコで開催さ

れた．その際，海洋情報部で作成したSNPWGモデ

ルによるテストデータ（次章で後述）などについて

報告した．

次回は，２０１０年６月に東京で開催予定である．

３ SNPWGモデルとテストデータ

（１）SNPWGモデル

前述したように航海用刊行物のデジタル化のため

の基準はS−５７からS−１００に変更されようとしてい

る．

S−５７第３．１版は，ENCデータの作成と交換を主に

対象とした標準化の基準で，新しい情報（水深格子

データ，時間変化する情報など）を取り込むのが困

難といった制限があった．

S−１００では，水路業務に関連したデジタルデータ，

製品，ユーザニーズ等の幅広い多様性に対応するこ

とを目指している．例えば，S−１００は ISO１９１００に準

拠しており，ISO１９１００で採用されているレジスタ

第１表 これまでのSNPWG会議リスト（１９９９年９
月から２００９年９月まで）

Table１ List of SNPWG meetings up to now
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の階層構造をもつレジストリ（データベース）は，

S−１００でも採用されている．

しかし，現在，IHOレジストリ（IHO関連の全デ

ジタルデータの基準と仕様のデータベース）には，

S−１００に基づいたデータモデルに関するFCD（Fea-

ture Concept Dictionary）とFCDによる製品仕様書

がまだ登録されていない．これらFCDと製品仕様

書については，SNPWGのWebページ上で議論が進

行中である．このWebページの特徴は，ウィキペ

ディア方式を採用していることで，関係者による各

種意見の書込み等が可能である．

FCDは，フィーチャー（実世界の現象・存在を抽

象化した概念で，デジタルデータにモデル化される

と「オブジェクト」と呼ぶ）と属性（フィーチャに

関する特性・情報）の見出し・定義情報やその関係

性をまとめた辞書である．このFCDに基づき，パイ

ロット業務（Pilotage），水路（Waterways），海洋保

護区域（Marine Protected Areas）に関する製品仕様

を作成，Webページで公開中である．その作成に

は，UML（Unified Modeling Language：統一モデリ

ング言語）が用いられ，フリーウェアである

「starUML」をSNPWGでは推奨ソフトウェアとして

いる．

また，S−１００はUMLを基礎に記述されており，S−

１００の理解にはUMLの知識が必要である．

（２）テストデータ

SNPWGに技術専門家（Technical Experts）とし

て参加している Jeppesen（ボーイング社傘下の民間

企業）が，伊勢湾のパイロットに関するテストデー

タを米刊行版水路誌により作成した．これにより，

JeppesenはECIDSやPC上でENCデータと重畳表

示させる場合，表示方法（項目・順番など）につい

ての検討事項を挙げている．

海洋情報部でも，伊勢湾のパイロットについて日

本刊行版水路誌を用い，テストデータを作成した

（第２表参照）．

パイロットに関するSNPWGモデルのオブジェク

トには，「PLTSRV」（定義：パイロットサービス）

や「PILBOP」（定義：パイロット乗船場所）があ

り，さらにオブジェクトにはいくつかの属性が付随

する．第２表で示すように，「PLTSRV」には属性

「NOBJNM」（定義：自国語による地物名称）があ

り，その内容は「伊良湖水道」である．他の属性

「NPLDST」（定義：自国語によるパイロット担当地

区）の内容は，文字データとなるが画像データによ

るECDIS上での表示が適切であると考えられる．属

性「PLTRQS」（定義：パイロット要請法）では，そ

の内容が長文で冗長なものとなっている．また，オ

ブジェクト「PILBOP」の属性「CATPIL」（定義：

船舶の種類）には，予め船舶の種類による IDが定義

されているが，定義にない種類（第２表では「喫水

１４m以上の船舶」など）がある．

SNPWG第１１回会議において，第２表の英訳版と

ともに以下の事項を報告した．

・テストデータは，元の水路誌の内容が簡潔でな

いと冗長なものになる．

・オブジェクの属性によっては文字より画像デー

タの方がわかりやすいものがある．

・予め IDにより定義されているオブジェクトの

属性値があるが，水路誌と合致しない場合があ

る．

また，SNPWG第１１回会議では，S−６４（ENCのテ

ストデータ）と合わせてECDIS上で重畳表示させる

ため，専門サブワーキンググループにより，次回会

議（２０１０年６月）までに水路誌テストデータを作成

することが決定された．

（３）UMLの概要

ある目的のために現実世界の複雑な現象をシンプ

ルな型式（モデル）で表現することをモデリングと

いい，UML（Unified Modeling Language，統一モデ

リング言語）は，モデリングのための統一言語（共

通表記法）である．この統一言語によって，異なる

国・機関などの間でモデリングデータを円滑に交換

・利用することができる．また，現実世界の複雑な

現象に関する問題に対して解法を提供するシステム

開発などにとって，UML（モデリング）は必須であ

る．

UMLは，通常の一般的言語とは違って「図」によ

り表現するグラフィカルな言語であり，図の表記法

などといった独自の仕様により定義されている．
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UMLモデルは図を多用することにより，モデルの

設計概念などの理解を容易にさせる．

UML開発の歴史は，オブジェクト指向言語から

始まった．

１９６０年頃から大規模なソフトウェア開発が増え，

開発自体が困難になってきたため，ソフトウェアを

より小さな部品に分割して構築するオブジェクト指

向言語が誕生した．

１９８０年代から様々なソフトウェア開発方法論が発

表され，開発方法論ごとに特色のある表記法（図が

主）が考案されていった．しかし，当時は表記法が

標準化されておらず，混乱・分断化の問題があった

ことから共通表記法が必要とされていた．

１９９５年，当時有力だったソフトウェア開発に関す

る複数の方法論を統合・整理し，表記法と方法論

（開発プロセス）が分離された．この表記法に関する

言語の一つがUMLであった．開発プロセスが分離

されたことにより，UMLの標準化に弾みがつ

き，１９９６年 にUML０．９とUML１．０がOMG（Object

Management Group：オブジェクト指向の標準化推

進のための業界団体）に標準化案として提出され，

改良されたUML１．１が１９９７年に認定された．さらに

２００１年 にUML１．４，２００５年 にUML２．０，UML２．２

（最新版）が認定された（オージス総研，２００９）．

第２表a 国内水路誌を用いた伊勢湾における水先業務のSNPWGモデルテストデータ
Table２a The test data of SNPWG model in Ise Wan using the J.C.G. Sailing Direcitons
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４ 水路書誌デジタル化のための作業

水路書誌デジタル化のため，以下の作業を検討・

計画中である．

（１）水路書誌の新編集基準作成

日本刊行版水路誌を用いた伊勢湾のパイロットに

関するSNPWGモデルテストデータを踏まえ，国内

水路書誌の記載事項・内容等を検討中である．

SNPWG第１１回会議で報告したように，現在の国

内水路誌の記載事項・内容は冗長なものが多く，デ

ジタル化するのに最適なものではない．そこで，簡

略的に記載されている英国水路誌を参考とし，国内

水路誌の記載事項・内容を検討する．この検討結果

に基づきデジタル化（SNPWGデータモデル化）に

適した新編集基準を作成する．

（２）水路書誌の編集ソフトウェア整備

以下の機能を含む水路書誌の編集ソフトウェアを

整備する．

・新編集基準による記載事項・内容の編集機能

・SNPWGデータモデルに基づいたデータ編集・

デジタルファイル入出力機能

・編集画面でのENCデータの重畳表示機能

・水路書誌データベースとの入出力機能

・表データ・画像データ編集機能

・英語版水路書誌のため，専門用語に特化した辞

書による翻訳機能

・従来の冊子版水路書誌の様式によるデジタル

ファイル出力及び印刷機能

（３）水路書誌デジタル化作業

新編集基準による水路書誌のデジタル化作業を行

い，SNPWGモデルへ変換するとともに作成された

各デジタルファイルを水路書誌データベースへ取り

込んでいく．

（４）水路書誌データベース構築

以下の機能を持つ水路書誌データベースを構築す

る．

第２表b 国内水路誌を用いた伊勢湾における水先業務のSNPWGモデルテストデータ（続き）
Table２b The test data of SNPWG model in Ise Wan using the J.C.G. Sailing Direcitons（continued）
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・SNPWGデータモデルに基づいたデジタルファ

イルの管理・入出力機能

・新編集基準に基づく記載事項・内容データの日

本語版と英語版水路書誌データの対比・入出力

機能

・表データ・画像データの管理・入出力機能

５ まとめ

航海用刊行物のデジタル化も包含された基準（S−

１００）がようやくまとまり，水路書誌のデジタル化も

具体的にイメージすることができるようになった．

さらに，S−１００に基づく電子海図・水路誌など個別

の製品仕様であるS−１０xシリーズも今後，作成され

ていく予定である．

しかし，水路書誌のデジタル化の最終目標は，

ENCデータなどと合わせてディスプレイ上に重畳

表示させることである．このため，SNPWGモデル

に準拠した水路書誌データベースの構築についても

重畳表示を考慮し，水路書誌の記載事項・内容の簡

略化や画像化を推進していく必要がある．
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